
第82号
令和６年12月議会
発行/令和７年２月

なんぶ

議会だより議会だより

発行／南部町議会　〒683-0351　鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1　TEL0859-66-4804　FAX0859-66-4806
https://www.town.nanbu.tottori.jp/admin/gikai/　　編集／広報常任委員会　　印刷／冨士印刷有限会社

食べて楽しい！食べて楽しい！

●議長あいさつ
●12月定例議会
●一般質問ダイジェスト、
　議会活動日誌
●一般質問

………………16、17
………………………18

●令和７年度町政へ対する要望

●探検隊

………………2
…………3〜5

………………6
………………7〜15

右のQRコードから「議会だより」が見られます。

作って楽しい！作って楽しい！

しゃべって楽しい！しゃべって楽しい！



12月定例議会報告

　令和６年度12月定例議会は12月13日㈮から25日㈬までの会期で開催
され、一般会計補正予算及び特別会計補正予算、条例の一部改正7議案、公
の施設指定管理の指定15件、追加案件2件及び陳情3件の発議案含む39件
が審議され、全て承認された。

12月定例議会

討
論

×

○○○○○○○○

×

○

×

○令和６年度南部町一般会計補正予算（第５号）
議員名（議席番号順）

反対 　統合保育園に関する電柱の移設につい
て補正予算を出してきているが、規模や

事業の総額等議会や住民に明らかにし、修正かけてい
くべきだ。農振除外の手続き等問題があり、計画その
ものの見直しが必要。住民監査請求で出てきた民間移
管の方が有利だという点について説明が出来ていない。

賛成 現在道路の拡張工事が始まっている。電
柱を移設する計画は当然で必要な予算で

ある。新しい保育園に通わせたいという保護者の
方々もたくさんおられる。基本計画を軸に常に監視
監督をし、変更あればしっかりと説明をし、現在の
計画どおり開園できるよう努力して頂きたい。

令和６年度南部町一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出予算にそれぞれ1億110万円を追加し歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ89億609万円とする。

農業支援が
　　拡充され

る

賛成多数で可
決

障害者自立支援介護給付費の増額。懸案事項である統合保育園整備
事業予定地の電柱の移設工事費。農地耕作条件改善事業、農地中間管理機構集積協力金、
カメムシ被害対策やスマート農業社会実装加速化のための補助等の補正予算であった。

43万円

263万円

600万円

450万円

136万円

3億9421万円

1050万円

450万円

・交通安全自主対策事務費
  （ふれあいバス１年間無料パス又は行政ポイント1万円補助）

・統合保育園運営事業

・果樹生産振興事業

・スマート農業社会実装促進事業

……高齢者等免許証自主返納支援事業の増額

……………………建設予定地に隣接する電柱の移設

…果樹カメムシ発生、被害防止の網掛け施設支援事業

…………新たな認定農業者の事業実施 

補正額 合計

主な事業

果樹カメムシ網掛スマート農業保育園入口道路工事

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
旧
年
中
は
南
部
町
議
会
並
び

に
議
員
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ず

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
の
議
会
議
員
選
挙

後
初
の
定
例
議
会
が
12
月
13
日
か
ら
13

日
間
に
わ
た
り
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
並
び

に
執
行
部
提
案
30
議
案
、
議
員
発
議
６

議
案
、
陳
情
３
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
審
査
結
果
は
巻
頭
に
記
載
の
通
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
元
日
に
能
登
半
島
で

大
地
震
が
発
生
し
多
く
の
被
害
が
出
る

な
ど
波
乱
の
幕
開
け
で
し
た
が
、
今
年

は
年
末
年
始
と
積
雪
や
厳
し
い
冷
え
込

み
も
な
く
、
穏
や
か
な
年
明
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
外
を
見
渡
せ
ば
、
少

子
化
・
人
口
減
少
問
題
は
も
と
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
を
は
じ
め
と

し
た
物
価
高
、
自
公
政
権
の
不
安
定

化
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
自
国
第
一
主
義
を
う

た
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
復
活
、
韓
国

の
政
治
不
安
な
ど
、
ま
さ
に
内
憂
外
患

と
も
言
え
る
政
治
経
済
状
況
が
出
来
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
私
た
ち
議
会

や
議
員
に
は
住
民
福
祉
の
維
持
・
向
上

の
た
め
、
い
ち
早
く
社
会
変
化
や
課
題

発
生
の
兆
し
を
つ
か
む
情
報
収
集
・
分

析
力
、
そ
し
て
課
題
解
決
の
た
め
の
提

案
力
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
今
年
は
、
「
出
か
け
、
話
を
聞
く
議

会
」
と
し
て
多
方
面
の
町
民
皆
様
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
聞
き
、
意
見
交
換
を

行
う
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
議

会
・
議
員
活
動
の
先
進
事
例
や
好
事
例

を
積
極
的
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
年
議
長
あ
い
さ
つ

南
部
町
議
会
議
長

　景
山

　浩

なんぶ議会だより　第 82号３ なんぶ議会だより　第 82号 ２

農業支援が拡充される

秋田  井原  﨏田  加藤  荊尾  滝山  米澤  長束  白川  三鴨  仲田  板井  真壁



なんぶ議会だより　第 82号５

12月定例議会報告（発議・追加議案） 12月定例議会報告（条例一部改正・特別会計補正他）

●南部町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の
　一部改正について

特別会計他補正予算

全員一致で可決条例の一部改正

公の施設の指定管理の指定について 全員一致で可決
追加議案 　公の施設の指定管理の指定議案が、南部町ふれあい広場緑水湖オートキャンプ場　他、14施設に

ついて提案された。　令和６年度南部町一般会計補正予算
（第７号）

家庭的保育施設における満3歳児及び満4歳児以上の児童に係る保育士等の配置基準の見直し等の
改正を行う。

●南部町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
　子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
施設の重要事項の書面掲示の義務付けを見直し、書面掲示に加え、インターネットを利用して公衆
に閲覧する等の改正を行う。

国民健康保険事業特別会計

太陽光発電事業特別会計

水道事業会計補正予算

西伯病院事業会計補正予算

0

0

800万円

2138万円

13億2640万円

7140万円

2億2407万円

24億7459万円

債務負担行為の設定

債務負担行為の設定

県からの補修工事依頼による増額

光熱水費の高騰 運営資金の不足 債務負担行為

案　件　名 補正額 合　計 説　　　　明

ゼロ債：翌年度以降の支出を伴う契約等の行為を行うために議会の議決を経て設定されるもの。

（単位 : 万円）

議員が「議案」（3人以上の賛同）を議長に提出すること。また、採択された請願・陳情を
議会の意思として、意見書を国会又は関係行政庁へ提出する。

歳入歳出予算の総額に8940万円を追加し、総額
を歳入歳出それぞれ90億5874万円とする。　

全町民へ「たすかーど」に
5,000円分のポイントを交付
全員一致で可決

発議

なんぶ議会だより　第 82号 ４５

＜主な指定管理施設＞

えぷろん コテージ 緑水園 緑水湖オートキャンプ場 大国田園スクエア 南さいはく「かまくら山荘」

定例議会開催中に会計補正、条例等の議案の必要が生じた場合、最終日に提案される。

第10号

第11号

第12号

第13号

第14号

第15号

学童保育での保育にかける事項の見直しを求める意見書

消費税の緊急減税を求める意見書

企業・団体からの政治献金を全面禁止を求める意見書

議会改革調査特別委員会の設置について

可燃ごみ処理広域化等影響調査特別委員会の設置について

統合保育所統合建設調査特別委員会の設置について

全員一致で可決

賛成少数で否決

賛成少数で否決

全員一致で可決

全員一致で可決

全員一致で可決

案　件　名 可　　否

議会から町長へ意見書を提出

　町ホームページ内「放課後児童クラブに関すること」の記載内容に放課後児童クラブの入級を断る事由
として「農業従事者は保育できるものとする」の明記が確認された。
　これは明らかに農業従事者を他の自営業と区別しており、農業と農業従事者の実態と就労状況を無視し
た、正当な理由が示しえない内容であり、農業従事者への職業差別と言わざるを得ない。公平・公正を期
す自治体事務としてはあり得ない事態である。
　当該事案に対し、以下の点について対応することを求め、即刻の是正を求める。

記
１．当該事案の発生経緯等調査を行い、その内容をホームページ・広報により広く周知すること。
２．当該事案により、不利益を被ったものについての調査と適切な対応を行うこと。
３．関係者・町民に謝罪をし、再発を防止するための対策をとること。
４．「保育に欠ける」事項の定義について再度の見直しをすること。

　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　　　令和６年12月25日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県西伯郡南部町議会
【提出先】南部町長

学童保育での「保育に欠ける」事項の見直しを求める意見書

陳情結果

陳情：どなたでも提出できます。提出された陳情のうちで南部町住民の方からの陳情及び直接持参された陳情は請願に準じた要領で取り
　　　扱います。紹介議員の必要はありません。

案　件　名陳情 陳　情　者

野口　太郎

野口　太郎

野口　太郎

第８号

第９号

第10号

南部町保育所統合に係る基本構想を改定することを求める陳情書　　　

統合保育所設置計画の進捗について町民に広く周知することを求める陳情書

 南部町による不当な職業差別の是正を求める陳情書

可　否

不採択

採　択

採　択

発  議  案

物価高騰対策



一般質問

国
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

山
村
先
生
は
、
「
全
て
の
防

災
危
機
管
理
は
事
前
対
策
が
８
割

だ
」
と
事
前
対
策
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
。
11
月
に
行
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
に
つ
い

て
、
見
え
て
き
た
課
題
を
問
う
。

ま
ず
、
地
震
や
水
害
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
災
害
に
応
じ
た
設

置
場
所
の
問
題
、
時
間
と
と
も
に
変

わ
っ
て
い
く
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
任
務

別
や
技
能
別
に
分
け
て
い
く
事
の
難

し
さ
な
ど
様
々
な
課
題
が
み
え
て
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
課
題
と
な
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
災
害
で
は
ど
ん
な
ニ
ー
ズ

が
発
生
し
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い

く
の
か
が
重
要
だ
。
様
々
な
災
害

白
川

白
川 災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

Ｑ 

事
前
の
危
機
管
理
に
重
点
を

Ａ 

町
民
と
共
に
課
題
を
問
い
直
し
た
い

白川立真 議員
しらかわ たつみ

令和６年12月定例議会一般質問ダイジェスト
質　問　事　項

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

30

30

30

30

30

30

30

30

30

30

１
1
2
1
2
1
2
1
１
2
3
1
２
1
2
１
2
1
2
3
４

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議案と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

災害に強いまちづくり    
町のホームページ対応  
山林の維持    
脱炭素、自然エネルギーの活用    
文化・芸術活動 
健康診査   
中学生のピロリ菌検査    
３期目の町づくり
買い物支援    
今年の富有柿の収穫量    
会見地区でのデイサービス  
町政の柱 
文化財対応  
農業用ため池の防災  
空き家対策
島根原発事故防災   
ごみ分別・減量化の取り組み    
住民監査請求の監査結果
統合保育園の建設・民間移管
農振除外に関する意見書 
自衛隊への名簿提供と職業体験

あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

白川　立真

﨏田　光雄

荊尾　芳之

秋田佐紀子

板井　　隆

加藤　　学

長束　博信

仲田　司朗

井原　啓明

真壁　容子

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

町
長

ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
訓
練
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
出
来
な
く
て
帰
ら
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事

に
な
ら
な
い
よ
う
、
発
信
も
含
め
被

災
者
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応
え
て
い
く
の

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

に
備
え
る
た
め
防
災
省
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。
南
部
町
で
も
町

民
主
体
の
地
域
防
災
が
大
き
な
カ
ギ

を
握
る
。
し
か
し
、
地
域
防
災
力
は

高
い
と
は
い
え
な
い
。
「
今
な
に
を

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
共

有
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

能
登
半
島
地
震
を
例
に
見
て

も
、
地
域
内
で
助
け
合
う
共

助
の
課
題
、
ト
イ
レ
の
問
題
、
電
気

や
水
の
問
題
な
ど
行
政
の
公
助
が
届

く
ま
で
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
町
民

皆
様
と
共
に
問
い
直
し
て
い
き
た
い
。

白
川

町
長

町
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
の

考
え
方
を
問
う
。

内
容
の
信
憑
性
、
透
明
性
が

損
な
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。

﨏
田 町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

Ｑ 

運
用
基
準
を
問
う

Ａ 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く

﨏田光雄 議員
さこだ みつお

町
長

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
運
用

基
準
を
問
う

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
が
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、
管

理
運
営
に
係
る
ル
ー
ル
が
自
治
体
内

で
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、

担
当
者
向
け
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

﨏
田

町
長

相
続
放
棄
の
現
状
と
課
題
を

問
う
。

町
と
し
て
把
握
は
出
来
な
い

が
相
続
登
記
さ
れ
て
い
な
い

森
林
や
、
所
有
者
も
場
所
が
分
か
ら

な
い
、
境
界
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の

実
態
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
航

空
測
量
を
活
用
し
境
界
の
明
確
化
や

山
林
管
理
も
行
政
が
責
任
を
も
っ
て

﨏
田 山

林
の
維
持

Ｑ 

維
持
す
る
考
え
を
問
う

Ａ 

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
支
援
し
て
い
く

町
長

引
き
受
け
る
条
件
整
備
も
検
討
し
て

い
く
。

山
林
を
維
持
す
る
考
え
を
問
う
。

森
林
経
営
計
画
の
策
定
推
進
、

竹
林
整
備
の
強
化
な
ど
、
関

係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

﨏
田

町
長

10月

火
土
火
水

火

水

1
19
22
23

29

30

日 曜日 会議･行事

西部広域行政管理組合議会ごみ処理施設等調査特別委員会
ねんりんピック総合開会式
ねんりんピック総合閉会式
令和6年度南部町戦没者献花式
議会全員協議会
臨時議会（初議会）　本会議
日本海政経懇話会10月例会

12月

金

土
月
火
水
木
金
月

火

水

13

14
16
17
18
19
20
23

24

25

日 曜日 会議･行事

議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議
南部町社会福祉推進大会
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
定例議会　一般質問
常任委員会
常任委員会
常任委員会
議会全員協議会
議会運営委員会
議会全員協議会
定例議会　本会議

議会活動日誌

なんぶ議会だより　第 82号７ なんぶ議会だより　第 82号 ６

11月

土
日
水

金

月
水
木
月
木
日
月
火
水
木

2
3
6

8

11
13
14
18
21
24
25
26
27
28

日 曜日 会議･行事
町制施行20周年記念行事
西伯文化会館解放まつり
南部箕蚊屋広域連合議会臨時会
議会運営委員会
議会全員協議会
臨時議会　本会議
広報常任委員会②
全国町村議長会全国大会 
中国横断自動車道岡山米子線整備促進総決起大会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会臨時会
広報常任委員会③
町制施行20周年記念表彰式
鳥取県町村議会議員研修会
議会運営委員会
西部広域行政管理組合議会定例会
広報常任委員会④

11月

土
日
水

金

月
水
木
月
木
日
月
火
水
木

2
3
6

8

11
13
14
18
21
24
25
26
27
28

日 曜日 会議･行事
町制施行20周年記念行事
第28回西伯文化会館解放まつり
南部箕蚊屋広域連合議会臨時会
議会運営委員会
議会全員協議会
臨時議会　本会議
広報常任委員会②
第68回全国町村議長会全国大会 
中国横断自動車道岡山米子線整備促進総決起大会
南部町・伯耆町清掃施設管理組合議会臨時会
広報常任委員会③
町制施行20周年記念表彰式
鳥取県町村議会議員研修会
議会運営委員会
西部広域行政管理組合議会定例会
広報常任委員会④
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自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
に
進

行
す
る
目
の
病
気
が
あ
る
。

早
期
発
見
に
は
眼
底
検
査
が
有
効
で

あ
る
。
し
か
し
、
健
康
診
査
で
の
眼

底
検
査
は
ほ
ぼ
な
い
に
等
し
い
。
健

康
診
査
で
の
眼
底
検
査
の
実
施
を
求

め
る
。

視
力
検
査
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
に
よ
る
健
康
診
断
と
、

学
校
保
険
安
全
法
に
よ
る
健
康
診
断

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
眼

底
検
査
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
眼
底

検
査
は
各
医
療
保
険
者
が
実
施
し
て

い
る
特
定
保
険
診
査
で
医
師
の
指
示

に
よ
り
の
み
実
施
と
な
る
。
検
査
に

は
リ
ス
ク
、
ま
た
予
算
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
行
政
が
行
う
事
業
に
は
公

平
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

眼
底
検
査
は
現
時
点
で
は
行
わ
な
い
。

秋
田 健

康
診
査

Ｑ 

眼
底
検
査
・
聴
力
検
査
の
実
施
を

Ａ 

現
時
点
で
は
検
査
を
行
わ
な
い

秋田佐紀子 議員
あきた さ　き　こ

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
は
胃
が
ん
を

予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
、
中
学
生
が
除
菌
す
れ
ば
予

防
効
果
が
よ
り
確
実
に
な
る
。
中
学

生
の
希
望
者
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実

施
を
求
め
る
。

ピ
ロ
リ
菌
は
、
そ
の
菌
が
胃

の
中
に
存
在
す
る
こ
と
で
、

胃
炎
の
発
症
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
に

な
る
こ
と
か
ら
早
期
発
見
、
早
期
治

療
は
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
南
部
町

で
も
、
令
和
元
年
か
ら
30
歳
代
の
方

に
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
検
査
は
、

町
内
医
療
機
関
の
医
師
の
方
々
の
ご

意
見
と
県
が
ん
対
策
協
議
会
の
胃
が

ん
部
門
の
医
師
の
方
々
に
認
め
て
い

た
だ
き
実
施
と
な
っ
て
い
る
。
中
学

生
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

実
施
方
法
や
陽
性
と
な
っ
た
方
へ
の

手
当
て
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
教

育
機
関
及
び
医
療
機
関
等
と
も
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
学
生
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査

Ｑ 

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
実
施
を

Ａ 

前
向
き
に
検
討
す
る

秋
田

町
長

町
長

加
齢
に
よ
る
聴
力
低
下
は
認

知
症
に
つ
な
が
る
傾
向
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
就
学
中
、
就

業
中
は
聴
力
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
聴
力
検
査

を
受
け
る
機
会
は
な
い
。
認
知
症
予

防
の
た
め
に
も
健
康
診
査
で
の
聴
力

検
査
の
実
施
を
求
め
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
健

康
診
査
に
つ
い
て
は
毎
年
、
医
療
機

関
懇
談
会
に
お
い
て
、
町
内
医
療
機

関
の
医
師
の
方
々
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
事
業
精
査
を
行
っ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
聴
力
検
査
を
行

う
考
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

秋
田

町
長

脱
炭
素
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

Ｑ 

環
境
省
の
重
点
対
策
加
速
化
事
業
の
取
組
は

Ａ 
６
年
間
の
利
用
増
に
向
け
さ
ら
に
推
進
す
る

荊尾芳之 議員
かたらお よしゆき

町
は
、
２
０
５
０
年
に
温
室
効

果
ガ
ス
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
て
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
ど

う
取
り
組
ん
で
き
た
の
か
を
問
う
。

町
は
、
令
和
２
年
３
月
議
会

で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
実
質

ゼ
ロ
宣
言
を
行
い
、
脱
炭
素
の
取
組

を
表
明
し
た
。

　
そ
の
後
、
温
暖
化
防
止
実
行
計
画

事
務
事
業
編
の
見
直
し
を
行
い
、
地

域
脱
炭
素
実
現
に
向
け
た
再
エ
ネ
の

最
大
限
導
入
計
画
を
策
定
し
、
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
家
庭
用
発
電

設
備
等
の
補
助
金
の
交
付
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

荊
尾

南
部
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に

は
大
会
派
遣
等
へ
の
助
成
金

が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
文
化
・
芸

術
活
動
に
関
し
て
は
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
同
様
に
助
成
金
の

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
問

う
。

本
町
で
は
、
学
校
教
育
活

動
で
、
鳥
取
県
を
代
表
し

て
大
会
等
に
参
加
す
る
際
、
移
動
、

宿
泊
、
参
加
費
等
の
経
費
を
補
助
し

て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
文
化
・
芸

術
活
動
も
同
様
の
仕
組
み
だ
。
近
年

で
は
、
中
学
の
部
活
の
創
作
部
、
科

学
部
に
助
成
し
た
。
小
学
校
の
金
管

ク
ラ
ブ
に
も
中
国
大
会
、
全
国
大
会

で
助
成
を
行
っ
た
。

　
小
中
学
校
の
教
育
活
動
以
外
や
一

般
の
方
々
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
文

化
・
芸
術
活
動
に
関
し
て
は
、
町
規

模
の
団
体
が
な
か
っ
た
た
め
、
整
備

さ
れ
て
い
な
い
が
、
鳥
取
県
文
化
政

策
課
に
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
支
援

事
業
が
あ
る
の
で
案
内
す
る
。

　
ま
た
、
町
と
し
て
、
広
い
世
代
に

対
す
る
文
化
・
芸
術
活
動
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

文
化
・
芸
能
活
動

Ｑ 

ス
ポ
ー
ツ
同
様
に
文
化
・
芸
能
に
も
支
援
を

Ａ 

広
い
世
代
の
文
化
・
芸
術
に
も
支
援
を
行
う

町
長

教
育
長

荊
尾

南
部
町
重
点
対
策
加
速
化
事

業
が
始
ま
っ
た
。各
メ
ニ
ュ
ー

の
取
組
と
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て

問
う
。

今
年
度
、
環
境
省
の
重
点
対

策
加
速
化
事
業
の
補
助
採
択

を
受
け
、
令
和
11
年
度
ま
で
の
６
年

間
の
事
業
と
し
て
、
家
庭
用
、
事
業

所
用
の
発
電
設
備
導
入
補
助
金
の
新

設
、
補
助
額
の
増
額
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
家
庭
用
太
陽
光
発
電

設
備
18
件
、
蓄
電
池
が
20
件
高
効
率

給
湯
器
が
21
件
、
太
陽
熱
利
用
機
器

が
１
件
で
あ
る
。
１
月
に
は
事
業
所

向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
さ
ら
に

利
用
増
に
向
け
、
工
夫
し
広
報
を
行

う
。
ま
た
、
金
融
機
関
や
事
業
所
、

専
門
分
野
の
方
々
の
意
見
を
聞
き
事

業
を
推
進
す
る
。

南
部
だ
ん
だ
ん
エ
ナ
ジ
ー
が

行
っ
て
い
る
太
陽
光
発
電
の

効
果
を
問
う
。

令
和
２
年
度
か
ら
南
部
だ
ん

だ
ん
エ
ナ
ジ
ー
が
環
境
省
の

補
助
金
を
活
用
し
、
公
共
施
設
に
太

陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池
の
導
入
を

行
っ
た
。
キ
ナ
ル
な
ん
ぶ
等
で
は
、

蓄
電
池
を
地
下
埋
設
に
よ
る
自
営
線

で
接
続
し
、
平
時
は
、
電
力
の
相
互

利
用
を
、
有
事
に
は
各
施
設
で
蓄
電

池
を
活
用
で
き
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
を
構
築
し
て
い
る
。

荊
尾

町
長

町
長

荊
尾

西伯病院
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今
、
地
域
振
興
協
議
会
と
ス

ポ
ネ
ッ
ト
南
部
の
間
で
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
後
の
使
い
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
論
が
出
る

ま
で
見
守
り
た
い
。

今
年
４
月
１
日
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
た
買

い
物
支
援
が
な
く
な
っ
た
。
利
用
し

て
い
た
人
が
不
便
に
感
じ
て
い
る
。

現
在
、
南
部
町
で
行
わ
れ
て

い
る
買
い
物
支
援
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ

Ａ
南
部
と
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
が
あ

る
が
ど
ん
な
形
態
で
行
わ
れ
て
い
る

か
、
こ
れ
以
外
に
あ
る
の
か
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
は
ま
る
ご
う

西
伯
店
と
共
同
し
て
買
い
物

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
町
民
が
ま
る

ご
う
の
商
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

注
文
す
れ
ば
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
南
部
が
注
文

さ
れ
た
商
品
を
自
宅
ま
で
配
送
し
て

く
れ
る
。

　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
は
移
動
販
売

車
の
運
行
を
行
っ
て
い
る
。
週
５
日

間
、
町
内
41
カ
所
を
巡
回
し
て
い
て
、

町
民
が
直
接
商
品
を
手
に
取
っ
て
買

う
こ
と
が
で
き
る
。

　
町
営
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
自
宅
付
近

の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
か
ら
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
目
的
地
ま
で
タ

ク
シ
ー
に
近
い
感
覚
で
利
用
で
き
る

よ
う
な
運
行
形
態
に
変
更
し
た
。
買

い
物
の
際
に
利
用
し
て
欲
し
い
。

福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
た

買
い
物
支
援
は
運
転
手
だ
け

で
は
な
く
、
補
助
の
人
が
付
い
て
い

て
二
人
一
組
で
買
い
物
支
援
を
行
っ

て
い
た
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
で
は
こ
の

部
分
が
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。
福
祉

協
議
会
が
お
こ
な
っ
て
い
た
買
い
物

支
援
は
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。

以
前
、
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
際
、
南
部
町
が
責
任
を

持
っ
て
新
し
い
事
業
所
の
誘
致
に
取

り
組
む
べ
き
だ
と
質
問
し
た
。
そ
の

時
、
町
長
は
す
る
考
え
は
な
い
と
の

回
答
だ
っ
た
。
な
ら
ば
新
し
い
事
業

所
を
公
募
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
か
ら
令
和
８
年
ま

で
サ
ー
ビ
ス
量
は
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。
利
用
者
が
増
え
る

見
込
み
の
な
い
状
況
で
新
し
い
事
業

所
を
公
募
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

利
用
者
が
増
え
な
い
か
ら
公

募
を
か
け
な
い
と
い
う
の
は

お
か
し
い
。
南
部
町
は
公
募
の
条
件

と
し
て
、
年
間
３
０
０
万
円
の
家
賃

が
必
要
だ
と
か
、
今
ま
で
利
用
者
の

状
況
を
公
募
の
条
件
と
し
て
示
せ
ば

よ
い
。
そ
れ
ら
の
条
件
で
公
募
に
応

じ
る
か
応
じ
な
い
か
は
事
業
所
の
判

断
だ
。

会
見
地
区
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

Ｑ 

事
業
所
を
公
募
す
べ
き
で
は

Ａ 

結
論
が
で
る
ま
で
見
守
り
た
い

加
藤

加
藤

加
藤

買
い
物
支
援

Ｑ 

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
た
買
い
物
支
援
は
必
要
で
は

Ａ 

必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

加藤　学 議員
かとう まなぶ

背
景

町
長

町
長

町
長

３
期
目
の
町
づ
く
り

Ｑ 

４
つ
の
挑
戦
と
は

Ａ 
人
と
人
、
人
と
地
域
が
支
え
あ
う
地
域
の
構
築

板井　隆 議員
いたい たかし

町
長
３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し

や
住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
、
４
つ

の
挑
戦
を
掲
げ
て
い
る
。

「
安
全
す
こ
や
か
に
暮
ら
す

町
づ
く
り
」
①
災
害
に
対
す

る
危
機
管
理
の
取
り
組
み
　
②
子
育

て
・
教
育
の
町
づ
く
り
　
③
公
共
交

通
の
利
便
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

①
国
も
拡
充
を
進
め
て
い

る
、
住
宅
耐
震
改
修
の
促
進

が
重
要
で
あ
る
。
安
価
で
改
修
可
能

な
工
法
の
提
供
に
取
り
組
み
た
い
。

②
７
年
度
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
計
画

で
は
、
貧
困
対
策
と
こ
ど
も
支
援
事

業
を
一
体
化
し
た
事
業
と
な
る
。
今

年
度
中
に
町
民
へ
の
意
見
を
聴
衆
し

策
定
し
た
い
。

③
公
共
交
通
は
車
両
を
小
型
化
し
利

便
性
を
促
進
す
る
。

「
子
育
て
・
教
育
の
町
づ
く
り
」

①
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
保

育
、
学
校
整
備
の
取
り
組
み
　
②
高

校
生
サ
ー
ク
ル
、
新
青
年
団
等
、
人

材
育
成
に
つ
い
て
問
う
。

①
統
合
保
育
園
に
つ
い
て

は
、
外
観
イ
メ
ー
ジ
と
保
育

園
運
営
に
つ
い
て
記
者
発
表
を
行
っ

た
。
今
後
、
令
和
８
年
秋
の
開
園
に

向
け
て
進
め
る
。
学
校
整
備
は
個
別

公
共
施
設
計
画
に
従
っ
て
進
め
た

い
。
②
若
者
世
代
は
、
認
め
合
い
、

支
え
合
い
、
と
も
に
健
康
に
生
き

る
、
な
ん
ぶ
暮
ら
し
の
主
役
と
な
る

人
材
で
あ
り
、
こ
う
し
た
若
者
の
活

動
の
場
を
充
実
さ
せ
た
い
。

医
療
と
福
祉
の
連
携
と
施
策

に
つ
い
て
問
う

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

進
め
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
個
別
の
課
題
か
ら
地
域
の
課
題
を

把
握
し
て
、
健
康
デ
ー
タ
を
基
に
し

た
連
携
事
業
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
。「

環
境
と
共
生
の
町
づ
く
り
」

①
里
地
里
山
の
ま
ち
、
自
然
と
共
生

す
る
取
り
組
み
　
②
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
、
男
女
、
障
が
い
者
、
そ
れ
ぞ

れ
が
寛
容
で
支
え
合
う
共
生
の
町
づ

く
り
を
問
う
。

①
農
林
業
に
お
け
る
担
い

手
、
後
継
者
等
の
不
在
は
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
里
地
里

山
の
観
点
で
は
、
定
住
対
策
や
生
活

環
境
整
備
、
防
災
等
多
様
な
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。
②
今
後
ま
す
ま
す

進
む
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
課

題
に
対
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
人
と
人
、
人
と
地
域
が
つ
な
が

り
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

背
景

板
井

板
井

板
井

町
長

総合保育園外観イメージ

鳥取県の耐震化イラスト

合同100歳体操

板
井

町
長

町
長

町
長

加
藤

町
長

デイサービスの今



２
期
８
年
の
成
果
と
課
題
は

何
か
、
ま
た
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
政
策
の
柱
は
何
か
。

「
暮
ら
し
」
で
の
成
果
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
、
た
す
か
ー
ど
普
及
、
バ

ク
シ
ー
、
百
歳
体
操
展
開
中
な
ど
。

課
題
は
人
口
減
少
社
会
の
中
で
処
方

箋
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
暗
中
模
索
が

最
大
の
課
題
だ
。
又
、
能
登
半
島
地

震
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
耐
震
制
度

を
整
え
る
。
「
教
育
」
で
は
、
全
小

中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
整
備
、
中
学
校

入
学
支
援
金
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー

制
服
へ
変
更
な
ど
。
課
題
は
保
護
者

か
ら
期
待
の
統
合
保
育
園
の
早
い
開

園
や
不
登
校
対
策
の
検
討
が
急
務
だ
。

「
環
境
」
で
は
令
和
２
年
南
部
町
２

０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ

ロ
宣
言
と
全
国
最
高
ク
ラ
ス
の
補
助

制
度
で
町
内
脱
炭
素
化
を
推
進
中
。

長
束 町

政
の
柱

Ｑ 

２
期
８
年
の
成
果
と
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
の
か

Ａ 
暮
ら
し
・
教
育
・
環
境
・
活
力
の
観
点
で
取
り
組
む

長束博信 議員
ながつか ひろのぶ

文
化
財
と
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
を
認
定
し
、
登
録
し
て

い
る
の
か
。
保
管
管
理
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

町
内
の
指
定
文
化
財
は
、

古
墳
な
ど
史
跡
名
勝
、
神

社
な
ど
の
社
叢(

し
ゃ
そ
う)

な
ど
の

天
然
記
念
物
、
三
角
縁
神
獣
鏡
、
仏

像
、
法
勝
寺
電
車
な
ど
の
保
護
文
化

財
、
小
松
谷
盆
踊
り
や
法
勝
寺
一
式

飾
り
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
、

国
指
定
１
件
、
県
指
定
13
件
、
町
指

定
26
件
。

　
今
回
、
11
月
に
町
で
は
初
め
て
国

登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
生
田
家
住

宅
が
登
録
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
（
正
式
に
は
令
和
７
年
３
月

官
報
掲
載
後
）

　
文
化
財
の
管
理
は
原
則
所
有
者
の

保
管
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

古
墳
や
遺
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
も

の
は
遺
失
物
扱
い
と
な
り
自
治
体
が

保
管
管
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。南

部
町
に
は
歴
史
的
な
文
化

財
が
未
整
備
を
含
め
多
数
存

在
し
て
い
る
が
、
そ
の
整
備
と
県
内

外
へ
の
周
知
と
観
光
資
源
な
ど
へ
の

利
用
促
進
の
考
え
方
を
問
う
。

整
備
と
利
用
促
進
は
所
有

者
変
更
や
詳
し
い
調
査
な

ど
容
易
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
進
め
る
。

合
併
以
前
か
ら
ふ
る
さ
と
史
跡
め
ぐ

り
な
ど
い
く
つ
か
の
書
籍
を
発
行
し

て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
お
け

る
保
存
、
広
報
な
ど
ネ
ッ
ト
上
で
見

栄
え
が
良
く
、
国
内
外
か
ら
訪
れ
て

み
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
写

真
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
な
ど
を
加
え
る

こ
と
で
観
光
資
源
に
な
り
得
る
の
で
、

さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

文
化
財
対
応

Ｑ 

歴
史
的
文
化
財
の
県
内
外
へ
の
周
知
と
取
組
み
は

Ａ 

ネ
ッ
ト
時
代
に
合
致
し
た
工
夫
が
必
要

長
束

長
束

教
育
長本

町
で
は
、
な
ん
ぶ
里
山
デ

ザ
イ
ン
機
構
が
中
心
と
な
っ

て
空
き
家
を
借
り
上
げ
、
リ
ノ
べ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
移
住
者
に
住
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
な
か
な
か
そ
れ

だ
け
で
は
空
き
家
解
消
が
出
来
な
い

の
で
は
。本

町
で
は
、
昨
年
度
、
全
町

域
を
対
象
に
空
き
家
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
前
回
調
査
を
行
っ
た

平
成
27
年
の
１
８
０
軒
か
ら
空
き
家

が
１
０
０
増
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
一
方
で
、
平
成
26
年
に
始

ま
っ
た
な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構

の
取
組
に
よ
る
空
き
家
の
利
活
用
軒

数
は
こ
れ
ま
で
に
54
軒
に
上
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
な
ん
ぶ

里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
の
取
組
に
よ
り

３
３
０
軒
余
り
と
な
る
は
ず
の
空
き
家

は
２
８
０
軒
余
り
に
約
15
％
減
ら
す

こ
と
が
で
き
た
。

住
宅
の
建
て
替
え
や
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅
創
出

を
促
進
す
る
狙
い
の
制
度
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

現
在
、
新
築
、
中
古
物
件
を

購
入
さ
れ
た
方
へ
の
奨
励
金
、

３
世
代
同
居
の
為
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

さ
れ
る
方
へ
の
助
成
金
と
い
っ
た
制
度

が
あ
り
ぜ
ひ
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
が
管

理
す
る
空
き
家
に
お
い
て
、
集
落
に

対
し
移
住
者
と
の
親
睦
を
深
め
て
い

た
だ
く
奨
励
金
を
支
払
う
制
度
も
設

け
て
い
る
。

　
南
部
町
で
暮
ら
し
た
い
と
移
住
を

希
望
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
く
、
そ

の
よ
う
な
未
来
を
目
指
し
た
い
。

空
き
家
対
策

Ｑ 

な
ん
ぶ
里
山
デ
ザ
イ
ン
機
構
の
取
組
は

Ａ 

空
き
家
の
15
％
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た

仲
田

仲
田

町
長

　
更
に
充
実
さ
せ
経
済
発
展
の
原
動

力
と
す
る
G
X
を
進
め
て
い
く
。

「
活
力
」
で
は
コ
ロ
ナ
で
米
価
下
落

へ
の
応
援
の
農
業
用
小
型
機
械
補
助
。

課
題
は
地
産
外
商
戦
略
が
不
可
欠
で

米
生
産
、
フ
ー
ツ
ロ
ー
ド
構
想
を
推

進
し
独
自
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ

て
い
く
。人

口
減
少
で
中
山
間
地
に
お

け
る
集
落
機
能
維
持
や
事

業
・
文
化
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
行
政
と
し
て
の
支
援
・
仕
組
み

の
考
え
は
何
か
。

集
落
機
能
が
働
く
地
域
は
人

材
活
用
が
う
ま
く
で
き
て
い

る
。
人
口
減
少
へ
の
特
効
薬
は
な
い

が
多
様
な
人
が
行
き
来
す
る
集
落
を

目
指
し
、
人
つ
な
ぎ
の
組
織
化
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
行
政
は
人
を
繋

げ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
持

つ
職
員
育
成
と
考
え
る
。

長
束

町
長

一般質問
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仲田司朗 議員
なかだ しろう

農
業
用
た
め
池
防
災

Ｑ 

維
持
管
理
や
修
繕
等
の
受
益
者
負
担
経
費
の
軽
減
は

Ａ 

一
定
の
受
益
者
負
担
が
発
生
す
る

教
育
長

農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び

保
全
に
関
す
る
法
律
が
令
和

元
年
７
月
に
施
行
さ
れ
、
農
業
用
た

め
池
を
対
象
に
所
有
者
に
よ
る
管
理

の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

町
内
の
た
め
池
数
及
び
防
災

重
点
た
め
池
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

町
内
に
は
現
在
、
利
用
の
あ

る
農
業
用
た
め
池
は
１
４
５

か
所
で
こ
の
内
56
か
所
が
防
災
重
点

た
め
池
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
防
災

重
点
た
め
池
は
、
万
が
一
た
め
池
が

決
壊
し
た
際
の
浸
水
想
定
区
域
内
に

家
屋
や
公
共
施
設
が
あ
る
。
ま
た
人

的
被
害
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
た

め
池
を
県
が
指
定
し
こ
の
56
か
所
の

防
災
た
め
池
の
内
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
整

備
を
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

農
業
用
た
め
池
を
修
繕
す
る

場
合
の
国
・
県
・
町
の
補
助

制
度
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

国
事
業
で
は
、
事
業
費
が

８
０
０
万
円
以
上
で
受
益
者

面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
が
事
業
要

件
と
な
っ
て
い
る
。
豪
雨
及
び
地
震

に
対
す
る
た
め
の
構
造
的
安
定
性
の

確
保
を
目
的
に
大
規
模
な
改
修
が
必

要
な
時
に
活
用
さ
れ
る
事
業
で
あ

る
。
県
事
業
で
は
、
事
業
費
２
０
０

万
円
未
満
で
受
益
戸
数
２
戸
以
上
が

事
業
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
町
事
業

と
し
て
は
、
事
業
費
の
２
分
の
１
で

補
助
上
限
は
20
万
円
ま
で
で
県
事
業

等
の
要
件
満
た
さ
な
い
小
規
模
な
改

修
等
に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

維
持
管
理
や
修
繕
等
の
経
費

に
つ
い
て
受
益
者
負
担
の
軽

減
は
出
来
な
い
の
か
。

た
め
池
も
含
め
、
農
地
・
農
業

用
施
設
の
整
備
を
行
う
場
合
、

一
定
の
受
益
者
負
担
が
発
生
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

仲
田

背
景

仲
田

町
長

町
長

仲
田

町
長

町
長

町
長
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一般質問

保
育
園
の
民
間
移
管

Ｑ 

「
説
明
は
適
切
で
は
な
か
っ
た
」と
の
監
査
意
見
を
ど
う
考
え
る

Ａ 

交
付
税
の
問
題
よ
り
先
を
見
た
議
論
を

住
民
監
査
請
求
の
監
査
結
果

が
11
月
７
日
公
表
さ
れ
た
。

監
査
請
求
の
内
容
は
、
町
立
保
育
園

の
統
廃
合
・
民
間
移
管
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
民
間
移
管
の
方
が
「
町
の

財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
説
明
の

際
に
出
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
額
が

虚
偽
で
あ
り
、
保
育
園
の
統
合
・
民

間
移
管
の
差
し
止
め
、
説
明
の
撤
回
、

再
度
の
住
民
説
明
会
等
の
開
催
等
を

求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
監
査
結
果
は
、
経
費
の
種
類
（
保

育
園
費
等
）
ご
と
の
交
付
税
の
算
出

方
法
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
た
め

「
真
実
と
す
る
こ
と
は
見
当
た
ら
ず
、

虚
偽
と
す
る
理
由
は
な
く
」
棄
却
す

る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

監
査
意
見
に
は
、「
請
求
は

公
的
な
根
拠
を
も
っ
て
示
す

こ
と
の
で
き
な
い
額
を
め
ぐ
る
も

の
」、
同
じ
く
「
法
や
制
度
で
想
定

し
て
い
な
い
交
付
税
額
に
つ
い
て
、

試
算
と
は
い
え
、
説
明
が
な
さ
れ
た

こ
と
は
適
切
と
は
言
い
が
た
い
」
と

あ
る
が
、な
ら
ば
、公
的
根
拠
を
も
っ

て
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
交
付
税
と

民
間
保
育
園
の
国
の
補
助
金
を
比

べ
、
民
間
の
ほ
う
が
財
政
的
に
有
利

と
し
た
町
の
姿
勢
を
監
査
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

監
査
と
し
て
は
、
法
や
制
度

で
想
定
し
て
い
な
い
交
付
税

額
に
つ
い
て
、
試
算
と
は
い
え
説
明

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
適
切
と
は
言
え

な
い
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
統
合
保
育
所
の
建
設
事
業
を
進
め

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

監
査
は
「
適
切
と
は
言
い
が

た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
町

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

交
付
税
は
補
助
金
と
違
っ
て

明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
言
っ
て
き
た
。
し
か
し
議
会

の
方
か
ら
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば

と
試
算
を
し
た
も
の
だ
。

町
が
「
財
政
的
に
私
立
の
方
が
有

利
」
と
説
明
し
た
の
で
、
そ
の

根
拠
を
示
せ
と
議
会
は
一
貫
し
て

言
っ
て
き
た
。
交
付
税
額
を
出
せ
な

い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て

そ
れ
を
使
っ
て
財
政
的
に
有
利
だ
と

言
え
る
の
か
、理
屈
が
成
り
立
た
な
い
。

そ
れ
は
、
建
設
費
の
と
こ
ろ

で
、
補
助
金
の
限
度
額
を
わ

き
ま
え
ず
に
有
利
と
だ
し
た
が
そ
れ

は
間
違
い
で
あ
っ
た
。

建
設
費
だ
け
で
は
な
い
。
財

政
審
議
会
の
答
申
の
３
項
目

目
に
ど
う
書
い
て
あ
る
か
。

「
民
設
民
営
に
は
、
建
設
費

等
整
備
費
及
び
運
営
費
に

国
・
県
か
ら
の
補
助
が
入
る
た
め
町

の
財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
」
こ
れ

が
３
項
目
目
だ
。

運
営
費
で
も
財
政
的
に
有
利

だ
と
ず
っ
と
説
明
し
て
き
た

こ
と
を
監
査
も
認
め
、
そ
の
う
え
で

適
切
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
町

は
公
的
に
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
数

字
を
も
っ
て
き
て
、
民
間
移
管
の
方

が
有
利
だ
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

こ
れ
を
是
正
し
な
い
と
い
け
な
い
の

で
は
な
い
か
。

交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
明

確
に
で
き
な
い
も
の
に
終
始

し
た
の
は
非
常
に
ま
ず
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
考
え
方
と
し
て
は
誤

り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
試
算

値
に
は
間
違
い
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

そ
う
い
う
説
明
は
成
り
立
た

な
い
。
適
切
に
な
る
よ
う
処

置
を
と
る
べ
き
だ
。

交
付
税
の
問
題
よ
り
も
、
早

く
進
め
て
ほ
し
い
と
の
声
を

聴
い
て
い
る
。
先
を
見
た
議
論
を
し

た
い
。

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真
壁

真壁容子 議員
まかべ ようこ

監
査

背
景 島

根
原
発
事
故
防
災

Ｑ 

南
部
町
版
の
防
災
対
策
を

Ａ 
現
状
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応
で
き
る

島
根
原
発
２
号
機
が
福
島
原

発
事
故
以
来
12
年
ぶ
り
に
再

稼
働
し
た
。

南
部
町
は
30
㌔
圏
外
で
あ
る

が
町
民
か
ら
は
不
安
の
声
も

出
て
お
り
町
独
自
の
防
災
対
策
が
必

要
で
は
。住

民
の
皆
さ
ん
に
屋
内
退
避

な
ど
の
対
策
周
知
や
迅
速
な

情
報
発
信
す
る
こ
と
、
防
災
訓
練
や

研
修
会
へ
職
員
を
参
加
さ
せ
、
知
識

ノ
ウ
ハ
ウ
取
得
に
努
め
て
い
る
。

南
部
町
版
避
難
計
画
を
作
る

必
要
あ
る
の
で
は

地
域
防
災
計
画
の
事
故
災
害

対
策
編
で
事
前
予
防
対
策
や

中
長
期
対
策
示
し
て
い
る
。
現
状
の

避
難
計
画
と
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

避
難
計
画
は
他
市
町
村
と
の

連
携
が
重
要
で
は
な
い
か
。

鳥
取
県
の
避
難
計
画
は
国
・

県
・
各
市
町
村
等
で
協
議
決

定
さ
れ
、
国
の
原
子
力
防
災
会
議
で

了
承
さ
れ
て
い
る
の
で
本
町
や
西
部

町
村
で
は
必
要
な
い
。

町
と
し
て
原
発
再
稼
働
に
反

対
し
、
廃
炉
を
求
め
る
考
え

は
な
い
か
。

国
が
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
町
と
し

て
求
め
る
考
え
は
な
い
。

ゴ
ミ
回
収
カ
レ
ン
ダ
ー
と
分

別
冊
子
だ
け
で
は
分
別
を
町

民
全
体
が
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

町
・
集
落
・
収
集
業
者
と
情
報
交
換

し
定
期
的
な
説
明
会
等
を
実
施
す
べ

き
。

テ
ノ
ヒ
ラ
役
場
を
活
用
し
た

ゴ
ミ
分
別
チ
ャ
ッ
ト
ポ
ッ

ト
、
ゴ
ミ
の
日
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
通
知

を
活
用
し
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
各

集
落
か
ら
の
要
望
に
応
じ
、
説
明
会

を
行
っ
て
い
る
。

新
し
い
集
合
住
宅
や
外
国
人

労
働
者
の
居
住
さ
れ
る
住
宅

を
経
営
さ
れ
る
方
に
入
居
時
の
ゴ
ミ

処
理
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で

な
い
か
。転

入
手
続
き
の
際
、
ゴ
ミ
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
、
冊
子
を
渡

し
て
お
り
不
適
切
な
ゴ
ミ
が
出
さ
れ

た
際
、
管
理
業
者
に
連
絡
し
、
出
し

方
の
徹
底
を
依
頼
し
て
い
る
。

町
と
し
て
生
ゴ
ミ
処
理
機
の

周
知
、
活
用
状
況
及
び
堆
肥

化
を
推
進
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
指
導

を
実
施
し
て
い
る
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
誌
で

補
助
制
度
の
周
知
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
は
コ
ン
ポ
ス
ト
型
が
１

件
、
電
動
生
ゴ
ミ
処
理
機
が
10
件
の

申
請
が
あ
る
。
今
後
は
広
報
等
を
通

じ
活
用
方
法
等
の
事
例
紹
介
な
ど
を

検
討
す
る
。

ゴ
ミ
分
別
状
況
を
把
握
し
て

い
る
回
収
業
者
か
ら
聞
き
取

り
を
行
い
、
町
と
し
て
分
別
改
善

ル
ー
ル
を
示
せ
な
い
か
。

収
集
業
者
が
回
収
せ
ず
残
す

場
合
、
理
由
を
記
載
し
シ
ー

ル
を
貼
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
集
落

か
ら
確
認
依
頼
が
あ
れ
ば
、
町
担
当

者
が
業
者
に
確
認
し
、
集
落
に
説
明

し
て
い
る
。

町
長

井
原

井
原

井
原

井
原

町
長

井
原

井原啓明 議員
いはら ひろあき

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

井
原

町
長

町
長

町
長

ゴ
ミ
分
別
・
減
量
化
の
取
り
組
み

Ｑ 

ゴ
ミ
分
別
・
減
量
化
の
取
り
組
み
現
状
と
改
善
は

Ａ 

要
望
に
応
じ
、
説
明
会
を
行
っ
て
い
る

背
景



６．子どもの教育機会均等
⑴進学奨励金支給事業の対象者の拡大と支給額の増額
　現在の進学奨励金支給事業は、大学生が月9,000円、高校生が月6,000円である。更なる支給対象の拡大と
　支給額の増額を求める。
⑵奨学金制度の創設
　今、日本は物価高、実質賃金は減少している。子どもの教育機会の均等を守ることから南部町独自の奨学金
　制度の創設を求める。

８．保育園の運営
⑴保育園は、子どもが生涯にわたる人間形成にとって極めて重要な時期に、その生活時間の大半を過ごす場で
　ある。子どもたちの個性や成長に合わせ、よりきめ細やかで質の高い保育を求める。
⑵保育士については、引き続き職員確保、待遇改善、格差是正を求める。
⑶新園建設にあたっては、遅滞なく広く住民に周知することを求める。 

９．環境対策の抜本的な充実
⑴「南部町地域脱炭素に向けた再エネの最大限導入のための計画」にもとづき、民生部門（家庭）への再エネ
　設備導入を促進するため抜本的な補助制度を求める。また、近年のエネルギー価格高騰から二酸化炭素排出
　抑制及び防災に資する町民の備品導入に対し補助制度の創設を求める。

11．健康対策
⑴現在、胃がん予防のためのピロリ菌検査を30代で実施しているが、対象年齢を引き下げ予防強化の実施を
　求める。
⑵医師が必要と認めた場合に行われるが、緑内障をはじめ網膜に異常をきたす疾患の早期発見、早期治療で
　視力の維持、改善を図るため眼底検査の実施を求める。 
⑶加齢性難聴は抑うつや閉じこもりによるフレイル（虚弱状態）につながるといわれている。認知症やヒアリ
　ングフレイルの予防を図る聴力検査の実施を求める。
⑷西伯病院に人工透析の機器を設置することを求める。

10．学校給食費の負担軽減
⑴子育て支援の立場から子育て世帯を守るためにも給食費の無料化を求める。

７．人権対策の更なる強化
⑴ジェンダー平等の観点からジェンダー格差の解消に向けて町民に対する啓発と町民が相談できる体制を整え
　ることをはじめ、あらゆる差別を解消するための行政施策の充実を求める。

民生教育常任委員会より

令和７年度 町政に対する要望事項
町政に対する要望事項

１．人口減少対策、少子化対策
⑴人口減少対策に危機感を持って、施策を講じることが必要である。第３期子ども支援事業の計画の策定に
　あたり、子育て世代や子どもたちの意見を十分に聴取し、時代に沿った子ども支援計画の策定を求める。

２．農業対策
⑴南部町の基幹産業である農業を守り、生活が成り立つ農業にすることが必要である。イネカメムシの被害は
　来年も不透明であり引き続き対策を求める。また、今年度は南部町の特産品である梨・柿がカメムシ、夏場
　の高温、ヤガなどで収量が大きく減っている。県は防除網の補助を行っている。町独自の財源を更に投入
　し、農業を守る施策を求める。
⑵零細農家に対する農業機械購入等補助を町単独でも立ち上げ、耕作放棄地の解 消に努める施策を求める。

３．緑水湖周辺の公共施設の整理を求める
⑴緑水湖周辺の公共施設及び周辺環境の利活用について、将来の構想を早急に講じることを求める。
⑵湖面利用（貸しボート）の整備について、再三要望しているが対処されていない。
　観光地にあって景観、環境に悪影響を及ぼしており、早急な対応を求める。

４．町道対策
⑴小中学校の通学路（歩道）を安心安全な登下校が出来るよう、実態を調査し除雪対策を求める。 
⑵高齢化により集落維持が困難になっている。県道や集落間の道路の草刈り作業等を南部町ふれあい道路
　サポート事業で対応する共助だけでは出来なくなってきている。集落要望により現状を把握し、適切な
　道路維持の対応を求める。

５．デジタル推進への対応
⑴南部町の顔であるホームページをはじめＳＮＳ等による情報の発信について、南部町として統一された
　ルールの確立を求める。 

総務経済常任委員会より
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スポnetなんぶのイベントでパン作り教室をする
ことになり、参加者を募りました。参加希望者が

多く、１回の予定が４回になりました。パンを作りた
い人が多いと思ってはじめました。家族が喜んでくれる
パンを作っていました。わたしのパン作りは独学です。

何故パン作りを始めたのですか？Q

A

パン作りだけではなく、豆腐作りにも挑戦した
いです。町内のイベントに出展してパンの販売も

したいです。

これからやりたいことは何ですか？Q

A

　
12
月
議
会
よ
り
完
全
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
な
り
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
み
で
議
事
進
行
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
の

試
験
運
用
だ
け
で
は
ス
ム
ー

ズ
な
進
行
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活

用
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
12

月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
新

規
の
指
定
管
理
者
へ
取
材
を

し
て
表
紙
の
写
真
と
探
検
隊

と
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
が
知

り
た
い
事
や
、
知
ら
せ
た
い

事
を
広
報
委
員
で
選
ん
で
、

見
て
・
読
ん
で
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
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「にこまるキッチン」って何？
にこにこまるまる！ご本人そのものでした。

にこまるキッチン代表
パン作り教室、肉まん作り教室、イベント出展、
パンの販売、もちつき、味噌作りなどやっています。
パン作り教室・湯種（ゆだね）食パンが評判です。

Bond（ボンド）合同会社　代表社員
４月から南部町市山の「えぷろん」を指定管理す
る会社を立ち上げました。

長谷川 由香 さん
ゆかはせがわ

焼き上がり 今回参加した人の声
「他の教室ではこんなにパンを持って帰れません」
（当日は3,000円でウインナーパン、くるみパン、
アンパン各６個、コーンマヨチーズのちぎりぱん１個。
これが基本料金です）

「家で作ると、とても一度に４種類は作れません」
（粉の計量から１次発酵までは長谷川由香さんがおこ
ないます。参加者は主にパンの成形だけです）

「地元の市山に住んでいますが、
にこまるキッチンを知りません
でした。米子の人から、教えて
もらいました」にこまるキッチ
ンでのパン作りは南部町内では
まだ宣伝不足のようです。

070－2838－5288　長谷川まで
パン作りの募集はLINEで行っています。
LINE登録をお願いします。

問い合わせ

～プロフィール～


